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パトロン＝クライアント関係と負債
――ミャンマーのチャ摘みの事例から――
生 駒 美 樹*
Patron-Client Relationships Mediated by Debt:
 A Case Study of Tea-Pickers in Myanmar
ikoMa Miki*
Abstract
This paper examines patron-client relationships in peasant societies regarding debt. 
Anthropologists who have studied peasant societies have focused on patron-client relationships as a 
characteristic of reciprocal relationships in the Moral Economy. While many scholars have focused on 
reciprocity, David Graeber, the author of The Debt: The First 5000 Years (2011), insists that all moral 
principles cannot be reduced to reciprocity. He proposes “communism,” “hierarchy,” and “exchange” 
as the main moral principles that economic relations can be based on. Graeber argues that the 
patron-client relationship is composed of all three principles and believes that these get entangled 
with each other and debt is the key to understand the tangle. 
This study investigates patron-client relationships among tea producers in Namhsan Township, 
which is in the highlands of the northern Shan State in Myanmar. This paper first provides an 
overview of the nature of tea and the tea-picking calendar to reveal how it is important for farmers 
to acquire a labor force when they pick tea. Second, I consider two different types of tea-picking 
systems: the labor exchange system and one based on the patron-client relationship between farmers 
and laborers. The latter is based on debt, which can be quantified by money, whereas the former 
is founded on moral obligations, which cannot be quantified by money. Third, I examine farmers’ 
account books of debt to reveal how it characterizes their patron-client relationship and makes 
relationships dynamic. In this paper, I will show the entanglement of moral principles, debt, and 
obligation.
特集論文
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れた負債と貨幣価値に数値化されない義務が互いに転換し，もつれ合う契機を明らかにする。


















統治下に置かれていた 1930 年代後半には，Bombay 
Burma Trading Company Limited（B.B.T.C.L）が工場を建設し，そこで加工された紅茶が
スリランカの競売にかけられていた［Minnain 1962］。東南アジア大陸部の山間地域は，そ





工方法の異なる 3 種類の茶が生産されている 1)。
調査は，ナムサン市から南東に 7 キロメートルほど離れた　P 村落区 P 村で実施した。人






口 1,197 人，180 世帯（2014 年ナムサン郡出入国管理局への聞き取り）の村で，尾根に沿っ
て家屋が連なり，斜面にチャ畑が広がっている。村内には，発酵茶工場 3軒，後発酵茶工場 5軒，
生葉の買い取りを行う仲買店 8 軒があり，いずれも村内あるいは他村出身の住民が経営して
いる。3 つ以上のチャ園を所有する大規模農家は 29 軒，2 つ以下の小規模農家は 120 軒，所









チャ摘みシーズンは 3 月末から 11 月上旬までで，5 月中旬から 10 月上旬までが雨季にあ







こうした生葉に対する価値づけは，取引価格に直結する。図 2 は，2013 年に農家 M（後述）
が収穫した生葉 1 ペイッター（緬升。およそ 1.6 キログラム）あたりの価格をグラフ化した
ものである。工場では，市場における茶の取引価格から逆算し，原料となる生葉の価格を決
定する。第 1 期のなかでも初期の生葉は，900 チャット （およそ 90 円）で取引され，4 月中




2) ミャンマーの通貨単位。2012 年前半には 1 米ドルおよそ 850 チャット，2013 年 8 月には 1000 チャッ
ト前後を推移している。米ドルと円の為替の変動を考慮すれば，おおよそ 1000 チャット 100 円程度
で計算できる。
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例えば，農家 A が自分のチャ園の収穫の際に，農家 B，C，D を労働交換で呼ぶとする。




その日農家 B，C，D が収穫した生葉は，全て農家 A のものになる。後日農家 A は《負債》
を返しに農家 B，C，D のところでチャ摘みを行うが，収穫した生葉はすべて畑の持ち主の
ものとなる。もし農家 A が，農家 B の収穫日に都合が悪い場合は，農家 E に代理を依頼し，
後日農家 E のチャ園へ行くことで，《負債》を返す。
チャ園を持たない農業労働者もこの労働交換に参加することができる。例えば，普段，農
家 E の畑で農業労働者として収穫を行う農業労働者 Z が，農家 A と労働交換を行うとする。
農業労働者 Z が農家 A のチャ園で収穫した生葉は全て農家 A のものになる。一方，農家 A
は農業労働者 Z に《負債》を返済するために，農業労働者 Z とともに農家 E のチャ園へ行く。

















ない。また，その労働力が貨幣価値に換算されることもない。例えば，農家 A と B が労働交
換を行った場合，A が B の畑で 20 ペイッター収穫し，後日 B が A の畑で 15 ペイッターし





























































農家 M は，5 つのチャ園を所有する大規模農家で，村内で後発酵茶工場を営んでいる。また，
2006 年にはマンダレー市に後発酵茶とその付け合わせの揚げ豆を扱う問屋を開業した。P 村
には M 氏（60 代）の次男夫婦とその長男（2013 年当時 0 歳）が居住しているのみで，M 氏
の長男，長女，三男はマンダレー市で問屋業に従事している。M 氏と妻は，必要に応じて P
村とマンダレー市を行き来している。




5) 2013 年当時，チャ園の草刈りや耕作など畑整備に関わる労働は，男性 2,500 チャット，女性 2,000
チャットで，加工した茶の選別作業などの加工にまつわる労働は，男性 2,500 チャット，女性 1,500
チャットであった。男性の方が，力仕事が多いため賃金が高い。
6) このほか，チャ摘みシーズンの第 1 期から第 2 期のはじめまで，ミャンマー中央平原部マグエー管
区出身のビルマ人出稼ぎ労働者 4 名が，農家 M と農家 S のチャ園で収穫を行った。農家 M は，彼ら
27
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～世帯 E と表記する）。5 世帯のうち，世帯 B のみが，チャ園を一つ所有する小規模農家で，
それ以外はチャ園を所有しない。世帯 A，B，C は，30 年ほど前にシャン州の別の地域から
移住してきたパラウン人で，農家 M の父が彼らの親世代を「支援」して以来，農家 M の農
業労働者をしている。世帯 D は，代々 P 村で暮らしてきたパラウン人である。以前は自家チャ
園を所有していたが，10 年以上前に夫を亡くし，自身も体調を崩して生活が困窮を極めたこ
とから手放したという。その際，農家 M に「支援」を依頼し，彼らの畑で収穫を行う農業労




い。また，仏教徒として重要な得度式 7) を，農家 M の息子全員が経験しているのに対し，農
業労働者の息子たちはいずれも経験していない。このように，農家 M と農業労働者の間には，









世帯 A のチャ摘みシーズン第 3 期の《負債》内訳を示したものである。この表からは，世帯








9) 帳簿は，二者間のやりとりをその都度記入したもので，年度ごとにまとめたものはない。2014 年 3















1 7 月 10 日 現金 2,500 17 9 月 11 日 子供用の薬 200
2 7 月 25 日 揚げ豆 1 ペイッター 2,300 18 9 月 11 日 干魚 0.25 ペイッター 1,750
3 7 月 26 日 現金 10,000 19 9 月 14 日 現金 2,000
4 8 月 4 日 現金 5,000 20 9 月 16 日 揚げ豆 0.5 ペイッター 1,200
5 8 月 4 日 プラスティック袋 2 枚 400 21 9 月 18 日 米 1 袋 25,600
6 8 月 6 日 米 1 袋 25,000 22 9 月 20 日 現金 4,000
7 8 月 6 日 油 0.5 ペイッター 1,800 23 9 月 23 日 石鹸 5 本 1,250
8 8 月 13 日 石鹸 5 本 1,250 24 9 月 24 日 現金 ( 松を買うため ) 1,000
9 8 月 17 日 パイナップル 3 個 1,000 25 9 月 24 日 油 0.4 ペイッター 1,400
10 8 月 18 日 揚げ豆 1 ペイッター 2,600 26 9 月 28 日 揚げ豆 0.5 ペイッター 1,300
11 8 月 19 日 米 1 袋 25,500 27 10 月 3 日 現金 5,000
12 8 月 20 日 現金 5,000 28 10 月 5 日 油 0.5 ペイッター 1,800
13 8 月 23 日 現金（葬式のため） 5,000 29 10 月 9 日 揚げ豆 0.5 ペイッター 1,300
14 8 月 30 日 石鹸 1 本 250 30 10月11日 米 1 袋 25,000
15 8 月 31 日 現金 4,000 31 10月12日 現金 4,000
16 9 月 11 日 油 0.5 ペイッター 1,800 32 ND ND 100
出典：農家 M の帳簿をもとに筆者作成
次に，農業労働者の 1 年間の《負債》額と回数をみてみたい。表 2 は，各世帯の，2013 年のチャ
摘みシーズンごとの収入，《負債》，収支をまとめたものである。年間の平均的な《負債》額
をみてみると，第 3 期のみチャ摘みに来た世帯 E を除くと，3 世帯が 20 万チャットから 30
万チャット程度で，学校に通う小さな子を何人も抱える世帯 A は 50 万チャットであった。
帳簿には，通常の《負債》扱いとなる「支援」のほかに，無償での贈与も記入されている。


































第 1 期 2013/5/2 179,200 106,361 11 62,162 7 72,839
第 2 期 2013/7/22 163,287 201,300 29 64,100 9 -38,013
第 3 期 ND 75,000 170,300 32 47,500 11 -95,300
農閑期 2014/1/30 39,500 54,224 10 0 0 -14,724
合計 　 456,987 532,185 82 173,762 27 -75,198
B
第 1 期 2013/5/2 80,650 48,100 4 25,000 2 32,550
第 2 期 2013/7/22 99,795 103,600 13 25,000 3 -3,805
第 3 期 2013/11/8 43,563 65,720 11 5,000 1 -22,157
農閑期 2014/1/30 30,000 9,112 4 0 0 20,888
合計 　 254,008 226,532 32 55,000 6 27,476
C
第 1 期 2013/7/7 65,525 53,617 ND ND ND 11,908






2013/12/18 79,425 35,000 4 10,000 3 44,425
農閑期 2014/1/28 82,500 65,750 8 70,000 3 16,750
合計 　 518,162 293,767 43 130,500 23 224,395
D
第 1 期 2013/6/10 118,700 161,000 15 126,000 8 -42,300
第 2 期 2013/9/3 90,934 80,100 12 4,700 7 10,834
第 3 期 2014/2/27 22,550 45,700 11 14,500 6 -23,150
農閑期 　 　 0 0 0 0 0
合計 　 232,184 286,800 38 145,200 21 -54,616
E
第 1 期 　 　 　 　 　 　 　
第 2 期 　 　 　 　 　 　 　
第 3 期 2013/12/3 23,087 41,550 13 11,000 6 -18,463
農閑期 　 　 　 　 　 　 　












表 3 は，世帯 A の第 1 期の生葉報酬額内訳である。生葉の価格は，取引が開始された 3 月
8 日以降 3 月 30 日まで 1 ペイッターあたり 900 チャットで，3 月 31 日以降徐々に下がり，
最も低い日には 400 チャットであった。折半制度では，生葉の価格と収穫量に基づいて計
算された金額を農家と農業労働者で折半するため，同じ労働時間，同じ収穫量でも，報酬は
大きく変動する。例えば，世帯 A は，生葉が 800 チャットで取引されている 3 月 29 日と，
400 チャットで取引されている 4 月 18 日に，いずれも 22 ペイッター収穫したが，それぞれ
の報酬額は 8,800 チャットと 4,400 チャットと大きく異なっている。















3 月 8 日 900 7.5 3,375 4 月 6 日 600 20 6,000
3 月 13 日 900 7 3,150 4 月 7 日 600 20 6,000
3 月 14 日 900 3.5 1,575 4 月 8 日 600 13 3,900
3 月 21 日 900 20 9,000 4 月 9 日 500 22 5,500
3 月 22 日 900 19.5 8,775 4 月 11 日 500 20 5,000
3 月 23 日 900 24.5 11,025 4 月 12 日 500 17.5 4,375
3 月 24 日 900 19 8,550 4 月 13 日 500 7 1,750
3 月 27 日 900 24.5 11,025 4 月 14 日 400 7 1,400
3 月 28 日 900 31.5 14,175 4 月 18 日 400 22 4,400
3 月 29 日 800 22 8,800 4 月 19 日 400 23.5 4,700
3 月 31 日 800 22 8,800 4 月 20 日 400 12.5 2,500
4 月 2 日 700 17 5,950 4 月 21 日 400 7.5 1,500
4 月 3 日 700 17 5,950 4 月 23 日 500 4.5 1,125
4 月 4 日 600 19 5,700 4 月 27 日 500 5 1,250
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心となる。硬くなった葉を摘むため手が痛むうえ，1 日中収穫しても収穫量は 10 ペイッター
に満たず，生葉の価格も暴落する。翌年 2014 年の第 1 期は，生葉の価格が 300 チャットま
で下落してしまったため，農家 M は 5 日間にわたって収入を折半せず，全て農業労働者の報





た世帯 E を除くと，世帯 B と D が 20 万チャット台，世帯 A と C は 50 万チャット前後である。
世帯 B の収入が少ないのは，彼らが自家チャ園を所有するため，他の世帯と比べ農家 M のチャ
園で収穫に従事する日数が少ないからである。世帯Bの自家チャ園で収穫できる生葉は各シー










農家から農業労働者への報酬の支払いについて，再び表 2 から，世帯 B の事例をみてみたい。
世帯 B は，第 1 期では，収入が 8 万 650 チャット，《負債》が 4 万 8,100 チャットだったた
め，合計 3 万 2,550 チャットの黒字となった。しかし，この 3 万 2,550 チャットは，農家か
ら彼らに支払われることはなく，彼らも支払いを要求していない。次に第 2 期をみてみると，
収入が 9 万 9,795 チャット，《負債》が 10 万 3,600 チャットで，3,805 チャットの赤字となっ
た。しかし，第 1 期の黒字 3 万 2,550 チャットが農家のもとに残っているため，この時点で
の収支は，2 万 8,745 チャットの黒字となる。このように，精算時に，農業労働者が黒字収






次に，《負債》の取り立てについてみていきたい。表 2 の年間収支をみてみると，世帯 B，





















きである。世帯 D は，2014 年 4 月 12 日を最後にチャ摘みに来なくなった。彼らは，娘が




う。実は，この背景には，世帯 D の次男が 3 年間の翡翠採掘現場での出稼ぎを終え，3 月に
帰村したことがある。彼が，出稼ぎ収入で購入したバイクを使って，村内の仲買人から村外
の製茶工場まで生葉を運ぶ仕事に就いたことにより，世帯 D はその仲買人から「支援」を受
けるようになっていた。つまり，世帯 D は，農家 M からではなくその仲買人からの「支援」
で生活することを選択したのである。世帯 D は，7 月 2 日に，残っていた負債 2 万 9,000 チャッ
33
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トのうち 1 万 5,000 チャットを現金で返済した。筆者が最後に帳簿を確認した 2015 年 1 月
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